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皆さん、おはよう

ございます！

おはようございます！

いってらっしゃい！

おはよう！

あいさつ運動キャラクター
あいちゃん



こんにちは！回覧板

持ってきたわよ！

かわいいお子さんね！

子育て大丈夫？あっ！佐藤さん

ありがとうございます･･･



にぎやかじゃなぁ～ おいしそうだね～

しっかり

つくんだぞ！

食べてもいい？



東構区　世帯数：288　高齢化率：23.0%
（平成 24年 9月１日現在）

　東構区では、「いつでも誰もが気軽に寄れるようなことはできないか」と考え、東構区の
いきいきサロンスタッフが中心となり、毎週水曜日に公民館を利用し、東構区ふれあい喫
茶『だんだん』が開かれています。『だんだん』では、高齢者から子ども連れのお母さんまで、
誰もが気軽にコーヒーを飲みながら交流を深め、『だんだん』を通じて地域での顔見知り、
住民同士のつながりが広がっています。

地域のつながり、『だんだん』と広がれ 日高地域　東 構 区

活動事例 1

ひがしがまえ

小坂区　世帯数：22　高齢化率：47.7%
（平成 24年 9月 1日現在）

　小坂区では、「区民が気軽に集まれる場所を作ろう！！」との思いから、空き家となってい
た古民家を改修し、掃除、片付けなど区民が一丸となって実施することで、古民家「なかや」
（家の屋号）として新たに生まれ変わりました。
　古民家では、区民が中心となり、さなぼり、納涼会、カラオケ大会など様々な交流会が
開かれ、気軽に集まれる場所となっています。今後も子どもたちとの交流会など、交流で
きる機会をどんどん企画していきたいと考えられています。
　古民家を利用した交流から、区民みんなが関わりを持つなど、新たなつながりが生まれ
ています。

活動事例 2

空き家を活用した交流の場づくり 但東地域　小 坂 区
こ ざ こ

　今までに区民が集まって
気兼ねない雰囲気で過ご

せる場や機会がなかったので楽しいです。これ
も「なかや」ができたおかげです。これから
も様々な工夫をこらして利用していきたいです。

　喫茶『だんだん』がで
きてからは、馴染みの顔

にも出会え、毎週楽しみにしています。
　「やっぱり家にばっかりいるのはよくな
い！！」

活動に
参加している
住民の声

活動に
参加している
住民の声



　市内在住の障がい者（児）を対象に、作業所・学校等が休みの日に自分たちが住んでい
る地域で気軽に集える居場所をつくり、活動を通じて仲間づくりや地域住民との交流の場
をすすめています。
　但東地域で行われている「♡すまいる」では、準備段階から地域住民に協力を呼びかけ、
居場所づくりの背景や目的を共有し、学習会等を行うことで、障がいへの理解を深めてい
ます。現在は、お菓子作りやゲーム、おしゃべり等、自分たちのやりたいことを楽しむ場
となっており、障がい者を含めた地域住民がふれあう空間となっています。
　現在、但東地域を含め、豊岡地域五荘地区、竹野地域の 3カ所で「障がい者の居場所づくり」
を支援しています。居場所づくりを通じて、地域とのつながりをつくり、地域の一員とし
てその人らしい生活の実現を図るとともに、障がいなどに対する誤解や偏見のない地域を
めざしています。
　今後も身近な地域で、障がいのある方や生きづらさを抱えた方が地域の仲間と一緒に、
安心して楽しく過ごせる居場所づくりを推進し、地域の取り組みとして定着するように、
地域住民とともに地域のつながりを広げていきます。

豊岡地域　五荘地区
竹野地域 /但東地域

活動事例 3

ごのしょう共に支え合う地域づくりに向けて
　　　　～障がい者の居場所づくり～

ハート

　外出する機会の少ない
方もあると思います。参

加者がさらに増え、居場所をきっかけに障
がい者・家族、地域住民との横のつながり
も深めていければうれしいですね。
　以前は、障がいのある方は遠い存在のよ
うに感じていましたが、居場所づくりに参
加することで関わり方を学び、近い存在と
なりました。

活動に
参加している
住民の声







★行政区内での地域福祉活動

地域の困りごとの発見や解決方法を話し合い、解決に向けた具体的な取り組みを行う
など、地域福祉活動の推進を目的とする
　
● 地域の困りごとの発見・把握、解決に向けた話し合い
● 地域住民の声かけ・見守り
● 地域交流（世代間交流等）
● 地域福祉活動の担い手づくり・育成
● 地域住民の相談の場　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　など地域の実情にあった活動を実施

支え合いの地域づくり（行政区）

★ 構 成 メ ン バ ー

地 域 住 民 区　役　員 福 祉 委 員 民生委員児童委員

民生・児童協力委員 ボランティア 子ども会・育成会

セルフヘルプグループ 健康をすすめる会 自警団・消防団・自主防災組織

老人クラブ 各種サロン・サークル活動 婦人会、愛育班 など

同じことを繰り返し

言っとんなるわ！

う～ん、そうか･･･

一度みんなで話し

合ってみようか！

区長さん！最近、ひとり暮

らしの鈴木さん、一日中、

区内を歩いとんなるみたい

だけど･･･心配だわ！

認知症がすすんどる

みたいだなぁ！
最近、留守にしとんなって

話しをしてないわ！

鈴木さんの最近の

様子はどうですか？

住民にもっとも身近な組織づくりのカタチ住民にもっとも身近な組織づくりのカタチ

地域の困りごとの
解決に向けて話し合う



区民が協力して区のタクシーをやっとるん

だけど、あんたらの区も一緒にどうでぇ！

それは困った

なぁ･･･

路線バスが

廃止になって･･･

何かええ方法は

ないかなぁ･･･

これで安心だわ！

それは、

ありがたいわ！

1 2

4 3

今後、めざす組織づくりについての提言今後、めざす組織づくりについての提言



はい、チーズ！

地域では、いろんな活動が

行われとるんだね！

しっかり

ねらうんだぞ！

よし！行くぞ！

今日は子ども福祉委員が

一緒で楽しいね！



　子ども福祉委員の活動は、あいさつ運動や敬老会、各種サロン・サークル活動等の地域交流
への参加、また、自分たちでできることを考えて活動するなど、子どもたちの新たな気づきに
もつながっています。子どもたちからは、「地域の方と話しができてうれしかった」「今度会っ
たら声をかけたい」等、多くの意見が聞かれ、地域住民とふれあうことで、地域の一員として
の意識が生まれています。

　市社協では市内の各小学校の児童を「子ども福祉委員」に任命しています。子ども福祉
委員は、あいさつ運動を行ったり、地域の行事に参加するなど、自分たちの暮らす地域の
ことを考える活動を行っています。
　元気な子どもたちが地域行事等に参加することで、子どもから大人まで地域の新たな関
係のきっかけとなり、地域活動の活性化へとつながっています。

子どもたちが地域に出向き、地域の方々と一緒
に「あいさつ運動」を行い、通りかかる方々に
元気な声であいさつをします。（城崎小学校）

地域住民に学校便りを手渡しで配ったり、自分
たちでついたお餅を届けるなど、地域に出て
様々な活動を行っています。（中竹野小学校）

「地域のみんなと仲良くなりたい」など、子ど
もたちがやってみたいことを考え、実際にいき
いきサロンに参加することで、世代間交流を行
いました。（静修小学校）

地域交流の場である、いきいきサロンに参加し、
歌や昔遊び等をとおして、地域住民との交流を
行いました。（小坂小学校）

子ども福祉委員が地域をつなぎます ! !子ども福祉委員が地域をつなぎます ! !

きのさき たけの

ひだか いずし

きのさき たけの

ひだか いずし



　寺区では、ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯の方が、救急搬送など緊急事態になった時
の備えとして、「安心カード」の取り組みを行っています。
　この取り組みは、区の民生・児童協力委員が、ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯の訪問
活動の中で、夜間に救急搬送を要する状態が起き、親族の連絡先等がわからず対応に苦労
された経験がきっかけとなりました。平成 21 年 6 月より区内のひとり暮らし高齢者から
スタートし、区をあげて全世帯に広げる努力をされ、現在ではほとんどの世帯が設置して
います。また、ひとり暮らし高齢者に関しては、緊急時の備えとして「入院セット」を日
頃から準備する呼びかけも行っています。区民の間では、「何かあった時は頼むよ」と申し
合わせ、お互い様の気持ちでいざという時は助け合う関係づくりが広がっています。
　現在、区内では新たに「認知症の方をご近所で見守る仕組みづくり」をすすめています。
認知症の方の状況をご近所で共有することで見守りをお願いし、ご近所からは民生・児童
協力委員に様子等が報告されるという地域での見守りのネットワークづくりが広がりつつ
あります。
　ご近所で助け合うことで、認知症になっても安心な地域づくりの気持ちが広がっていま
す。

ご近所同士が家族と思い、助け合える地域に 豊岡地域　寺 区

活動事例 4

てら

寺区　世帯数：85　高齢化率：45.9％
（平成 24年 9月 1日現在）

「安心カード」とは？？
　ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯
が、あらかじめ「安心カード」に、氏
名、生年月日、血液型、かかりつけの
医療機関、持病、服薬している薬、緊
急連絡先を記入し、プラスチック製の
筒型の容器に入れて、冷蔵庫に保管す
る取り組みです。近隣住民に安心カー
ドのことを伝え、ご近所で助け合うこ
とを目的としています。

　緊急時だけではなく日頃からご近所が仲
良くすることが肝心。区民が「ご近所も家
族」という気持ちになることが大切です。
　金持ちよりも『人持ち』に！！

活動をする上で心がけていること





こうやって、区民の支え

合いを地図上で確認する

と地域の状況がようわか

るなぁ！

高橋さんってこんなに

活動しとんさるんか･･･

高橋さんは、ひとり暮らしの

中村さんとこに、夕食のおか

ずをおすそわけしとんなるわ！

高橋さんと田中さんの

家を線で結ぶと！

高橋さんだけど、田中さんの

おばあさんとこにも、毎日顔

出しとんなるわよ！



地域の行事に若い

もんが参加してく

れたらなぁ･･･

地域の若者が、どんどん活動に

参加せんとあかんなぁ！

わしらだけでは、

地域行事の継続は

難しいでぇ！

よし！区の若いもんに

声をかけてみるよ！



さくらぎ

う お や

　桜木区では、地域住民の居場所として平成 16 年に「桜木ひまわりサロン」を、平成 22
年には新たに「男性サロン」を立ち上げるなど交流の輪を広げています。
　今後もさらに地域交流を充実し、促進させたいとの思いからいきいきサロン世話役を中
心に、支え合いマップづくりがスタートし、現在も定期的に実施しています。
　マップづくりを実施することで、認知症のひとり暮らし高齢者が区内に多いことがわか
り、地域で見守りの輪を広げることができればと考え、区で「認知症勉強会」を開催し、
区民の理解が広がっています。
　マップづくりから区内の困りごとを把握し、時にはひとりの区民の困りごとの解決方法
を検討するなど、ひとりの問題をみんなの問題としてとらえ、解決に向けて取り組んでい
ます。
　また、魚屋区では、区の高齢化率が高くなる中で、「地域のみんなが安心して助け合い、
生きていける地域」をめざし、区長、民生委員児童委員、福祉委員、いきいきサロン世話
役が集まり、マップづくりを継続して行っています。マップづくりから、ひとり暮らし高
齢者、閉じこもりがちな高齢者を中心に、地域での支え合いの状況を確認することで、以
前よりも気にかけて声かけをするなどの広がりが見られます。
　現在では、区民から「区で困りごとを話し合う体制をつくろう」「助け合いの仕組みが必
要だ」等の意見が次々と出されるなど「支え合いの地域づくり」に向けて動き始めています。

活動事例 5

支え合いマップから地域のつながりづくり
豊岡地域　桜 木 区

出石地域　魚 屋 区

桜木区　世帯数：170　高齢化率：35.0％
魚屋区　世帯数： 62　高齢化率：37.2％

( 平成 24年 9月 1日現在 )

支え合いマップイメージ図

　支え合いマップづ
くりを定期的に行う

ことで、地域の状況が確認でき、地域で
気になることを区民で共有できるので、
新たな気づきの場となっています。
　支え合いマップづくりを行うことで、
改めて地域の実情が良くわかり、今後の
取り組むべき課題も浮かび上がります。
　今後、マップづくりから地域での支え
合いを広げていきたいです。

活動に
参加している
住民の声





こんな雰囲気で相談が

できるといいわね！

ほんまにね～

今度は孫と一緒に

来ようかしら！

いつでも好きな時に

来られてええなぁ～

お孫さんが

いらっしゃるの？

知らんかったわ！

今度ぜひ、

お会いしたいわね！



皆さん、おそろいで！

どうしなったん？

伊藤さんのおばあさん、

最近全然顔を見ないわね･･･

大丈夫かなぁ？

とても元気な

おばあさんなのに、心配ね･･･

福祉委員さん、

何か知らないかしら？

あっ！福祉委員の

山本さん！



地域でこんな行事があるんだ！

今度行ってみようか！

字が見にくいなぁ･･･

そんなこと

書いてあったか？

そうね！

行こう！行こう！

今回はどんな情報が

載っとるん？



　城崎地域のある福祉委員は日々、アンテナをはり、区民に変わりがないか気にかけます。
毎月、区民全員で行う掃除の時には区内の情報収集を行い、普段出会った時には声をかけ
るなど、常に区民の目線で様々な活動を行います。
　具体的には、歩行が不安定なため、自転車で外出する方に対して、本人に注意を促すと
ともに、地域で見守るように区に働きかける等、地域福祉活動をすすめる中心的な存在と
なっています。
　福祉委員には地域活動への積極的な参加と担い手としての取り組み等が期待されます。
福祉委員の活動が地域に広がることで、誰もが安心して暮らせる地域づくりへ向けた一歩
となります。

城 崎 地 域

活動事例 6

　広報紙「とよおかのふくし」の充実を図るため、市民から広報モニターを募り、26 名に
委嘱しました。モニターには、「広報紙」に関するアンケートを行い、幅広い年齢層の方か
らたくさんの意見をいただきました。

活動事例 7

より親しまれる広報紙をめざして

地域のアンテナ役 ～わがまちの福祉委員～

広報モニターからの意見を参
考に、広報紙の改善に取り組
んでいます。

●紙面の色を変更
●表紙に『おもな内容』を掲載
●文字は大きく書体も変更
　　　　　　　　　　･･･など

アンケート 1回目 アンケート 2回目

様々な意見をいただき、
広報紙の課題が確認でき
ました。

●目的や伝えたいこがわ
からない。

　
●欲しい情報が載ってい
ない。

　
●紙面の色が暗い。
　
●文字が小さい。

以前の広報紙と比べてどう変
わったか確認を行いました。

③読みにくく
　なった　0％

①読みやすく
　なった
　83％

②変わら
　ない 17％

　福祉委員として区内のことを気にしなが
ら、何かあれば話しを聞いて、解決に結び
つくように働きかけています。

活動をする上で心がけていること





しっかりと

記録しなくちゃ！

大人も

勉強になるわ！

へぇ～

そうなんだ！

この「ほこら」は、昔からこの場所にあって、

この地域を守ってくれているんだよ！

次は

消火栓だぞ！



聞いたことあるけど、

よう知らんなぁ！

うちのおじいさん、最近物忘れが

ひどいんだけど、大丈夫かしら･･･

皆さん、認知症ってご存じですか？

認知症は、皆さんにとっても身近な

ものなんですよ！

認知症って最近、

よう耳にするわね！



民生委員は、区内を

まわって、変わった

ことがないか確かめ

るのよ！

まぁ！

ありがとう！

○△中学校です！

学校で育てた花です！

この地域は、若いもんが、

盛り上げとるんだでぇ！

地域にはいろんな人が

住んどるんだね！



い ま づ

からかわ

　子どもと保護者等を中心に、地域住民が自分たちの住んでいるまちを楽しみながら探検
し、まちの歴史や防災・防犯等について学ぶなど、まちのいいところを再発見することを
目的として「地域探検隊」を推進しています。事前の準備から多くの地域住民が関わるなど、
地域のつながりをより強くする取り組みであるため、すべての地域住民が「主役」となり
ます。
　今津区で行われた「それ行け！！いまづ探検隊」では、子どもと保護者、区民が一緒に区
内を歩きながら探検し、防火水槽、消火栓のある場所の確認、交通の危険な箇所、昔から
伝わる話などを聞くことで、地域への愛着を深めました。また、区民が探検隊の隊長を務
めるなど、地域一丸となった取り組みとなり、子どもから大人まで、探検隊から顔見知り
を増やすきっかけとなっています。
　唐川区で行われた「それ行け！！からかわ探検隊」では、子どもたちに区の歴史・文化を
多く伝えたいという区民の思いから探検隊を実施しました。子どもたちにとっては、地蔵
堂や神社などを見てまわることにより多くの歴史を学び、地域を知る場、多世代との交流
の場となっています。
　現在、市内の多くの地域で探検隊をとおして、地域住民の新たなつながりが生まれ、今
後の地域活動に向けた取り組みのきっかけづくりとなっています。

活動事例 8

それ行け！！ わがまち探検隊
城崎地域　今 津 区

但東地域　唐 川 区

今津区　世帯数：138  高齢化率：29.6％
唐川区　世帯数： 65  高齢化率：37.7％

( 平成 24年 9月 1日現在 )

　探検隊を実施すること
で、子どもと地域住民が

顔見知りとなり、それぞれの団体、組織
の取り組みを知ることができました。
　これからは、みんな一人ひとりができ
ることを日頃から行っていくことが大切
であることを感じました。

活動に
参加している
住民の声


